
一級ボイラー技士試験Ａ

受験番号 １ボＡ

１／５

（ボイラーの構造に関する知識）

問 １ 水管ボイラーにおける水の循環に関し、次のうち誤

っているものはどれか。

（１）水管と蒸気の間の熱伝達率は、水管と沸騰水の間

のそれに比べてはるかに小さいので、運転中、水管

内に発生蒸気が停滞すると、管壁温度が著しく高く

なる。

（２）自然循環式ボイラーの場合、循環力を大きくする

には下降管を加熱せず、また、蒸気ドラムと水ドラ

ムの高さの差を大きくする。

（３）自然循環式ボイラーの高圧ボイラーでは、熱負荷

を増すと上昇管内の気水混合物の平均密度が増加し、

循環力が低下するため、上昇管出口の管壁温度が上

昇する。

（４）自然循環式ボイラーでは、上昇管を上昇した蒸気

は、蒸気ドラムで水分が分離された後に外部に供給

され、その分の給水が蒸気ドラムに供給される。

（５）ボイラーの運転圧力が低いほど、蒸気の比体積が

大きくなるため、自然循環式ボイラーでは、循環比

を大きく取り、上昇管内で蒸気が占める体積割合を

抑える必要がある。

問 ２ ボイラーに使用する金属材料に関し、次のうち誤っ

ているものはどれか。

（１）鋳鉄は、炭素量が通常２.５～４％程度の鉄・炭

素合金で、溶融点が低く流動性が良いので複雑な形

状のものを作ることができるが、鍛造や圧延はでき

ない。

（２）鋳鋼は、弁その他形状が複雑なため機械加工が困

難で、鋳鉄では強度が不足する部品に使用される。

（３）高炭素鋼は、溶接部が焼入れされて硬化し、割れ

が発生しやすいので、ボイラーには主として炭素量

０.５～０.８％程度の軟鋼が使用される。

（４）銅合金には、銅と亜鉛の合金の黄銅及び銅とすず

の合金の青銅があるが、青銅のほうが鋳造しやすく、

バルブ、コックなどに使用される。

（５）合金鋼は、引張強さ、クリープ強さや耐食性を改

善するために適量のクロム、ニッケルなどを炭素鋼

に添加したもので、ボイラーにはステンレス鋼など

が使用される。

問 ３ 炉筒煙管ボイラーに関し、次のうち誤っているもの

はどれか。

（１）他の丸ボイラーに比べ、構造が複雑で内部は狭く、

掃除や検査が困難なため、十分に処理した水を給水

しなければならない。

（２）煙管には伝熱効果の大きいスパイラル管を用いて

いるものが多い。

（３）ウェットバック式は、後部煙室が胴の内部に設け

られ、その周囲が水で囲まれている構造である。

（４）後端の閉じられた炉筒を用い、燃焼火炎が炉筒後

部で反転して前方に戻る戻り燃焼方式のものもある。

（５）構造上、煙道にエコノマイザを設けることは困難

であるが、空気予熱器を設け、ボイラー効率が９０

％を超えるものがある。

問 ４ 貫流ボイラーに関し、次のうち誤っているものはど

れか。

（１）一連の長い管群で構成され、給水ポンプによって

一端から押し込まれた水が順次、予熱、蒸発、過熱

され、他端から過熱蒸気となって取り出される。

（２）負荷変動により大きな圧力変動を生じやすいので、

応答の速い給水量や燃料供給量の自動制御を必要と

する。

（３）超臨界圧ボイラーでは、水の状態から加熱され、

沸騰状態を経て連続的に高温高圧蒸気の状態になる

ので、気水分離器は不要になる。

（４）水管を垂直以外にも水平、斜めに配置することが

でき、細い水管内で給水がそのまま蒸発する。

（５）給水量と燃料量の比が変化すると、ボイラー出口

の蒸気温度の激しい変化となって現れる。



問 ５ 鋳鉄製ボイラーに関し、次のうち誤っているものは

どれか。

（１）鋼製ボイラーに比べ、強度は低いが、腐食には強

い。

（２）燃焼室の底面は、ほとんどがウェットボトム方式

の構造となっている。

（３）蒸気ボイラーでは給水管は、ボイラーに直接では

なく、逃がし管に取り付けられる。

（４）側二重柱構造のセクションでは、ボイラー水の循

環において燃焼室側が上昇管、外側が下降管の役割

を果たしている。

（５）暖房に温水ボイラーを使用する場合は、蒸気ボイ

ラーを使用する場合に比べ、気温の変動により必要

な各部屋ごとの温度調節が容易である。

問 ６ 炉筒の構造、強度に関し、次のうち誤っているもの

はどれか。

（１）炉筒は、燃焼ガスによって加熱され長手方向に膨

張しようとするが、鏡板によって拘束されているた

め圧縮応力が生じる。

（２）炉筒は、外圧を受けるので、真円度が保たれてい

ないと、圧力により変形が増し、圧かいを起こすお

それがある。

（３）波形炉筒では、圧かいを防止するため、外周に補

強リングが溶接によって取り付けられる。

（４）平形炉筒では、熱応力を軽減するための伸縮継手

の多くは、各節の接合部に設けられ、溶接によって

取り付けられる。

（５）炉筒の鏡板への取付けは、一般に鏡板の炉筒取付

け部分を内方に折り込んで突合せ溶接によって行う。
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問 ７ 空気予熱器又はエコノマイザに関し、次のうち誤っ

ているものはどれか。

（１）空気予熱器を設置することにより、過剰空気量が

少なくてすみ、燃焼効率が増大する。

（２）空気予熱器の設置による通風抵抗の増加は、エコ

ノマイザの設置による通風抵抗の増加より大きい。

（３）高効率化や燃焼改善のためエコノマイザと空気予

熱器を併用する場合は、ボイラー、空気予熱器、エ

コノマイザの順に配置する。

（４）ヒートパイプ式空気予熱器は、金属製の管の中に

アンモニア、水などの熱媒体を減圧して封入し、高

温側で熱媒体を蒸発させ、低温側で熱媒体蒸気を凝

縮させて、熱を移動させる。

（５）再生式空気予熱器は、金属板の伝熱体を円筒内に

収め、これを燃焼ガスと空気に交互に接触させて伝

熱を行う。

問 ８ ボイラーの附属品又は附属装置に関し、次のうち誤

っているものはどれか。

（１）沸水防止管は、多数の穴のあいたパイプの上部か

ら蒸気を取り入れ、蒸気流の方向を変えて水滴を蒸

気から振り切るようにしたものである。

（２）脱気器は、給水中の酸素など溶存気体を取り除く

もので、給水ポンプの吸込み側に設ける。

（３）デミスタは、金網を重ねたものに蒸気を通し蒸気

中の水滴を分離するもので、気水分離器の一種であ

る。

（４）給水加熱器は、排ガス熱を回収して、給水の温度

を上げるもので、熱交換式が広く用いられる。

（５）変圧式スチームアキュムレータは、送気系統中に

設けられ、余分の蒸気を飽和水の状態にして蓄える

ものである。



問 ９ 温度検出器に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）バイメタル式温度検出器は、熱膨張率の異なる２

種類の薄い金属板を張り合わせたバイメタルにより

接点をオンオフするもので、振動により誤差が出る

ことがあるが、直動式のため応答速度が速い。

（２）溶液密封式温度検出器は、感温体内の液体又は気

体の温度による膨張・収縮を利用して温度を検出す

るもので、液体又は気体の漏れによる誤差を生じる

ことがある。

（３）溶液密封式温度検出器の感温体は、直接ボイラー

本体に取り付ける場合と、保護管を用いて取り付け

る場合がある。

（４）測温抵抗体は、金属の電気抵抗が温度によって変

化する性質を利用して温度を測定するもので、使用

する金属は温度に対する抵抗変化が一定であること、

温度係数が大きいことなどが必要である。

（５）熱電対は、２種類の材質の異なる金属線の両端を

接合し、閉回路をつくったもので、両端で温度差が

生じると、回路中にその金属固有の熱起電力が発生

する原理を利用して温度を測定する。

問１０ ボイラーの自動制御に関する次の文中の 内に

入れるＡからＣの用語の組合せとして、正しいものは

(１)～(５)のうちどれか。

「ボイラーの水位制御においては、 Ａ が増加し

て水面が下がる前に、 Ａ の増加を検出して給水量

を増加させる操作を行う。このように、 Ｂ と制御

量の偏差によらず外乱などの情報に基づいて操作量を

決定する制御を Ｃ 制御という。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１）蒸気流量 目標値 フィードフォワード

（２）燃焼空気量 目標値 フィードバック

（３）蒸気流量 操作量 シーケンス

（４）燃焼空気量 燃料量 フィードフォワード

（５）燃料量 操作量 シーケンス
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（ボイラーの取扱いに関する知識）

問１１ ボイラーの送気開始時及び運転中の取扱いに関し、

次のうち誤っているものはどれか。

（１）送気開始時は、暖管を十分に行った後、主蒸気弁

を段階的に少しずつ最後まで開き、そのまま全開状

態で送気する。

（２）水面計の水位は、運転中絶えず上下方向にかすか

に動いているのが普通であるが、２組の水面計の水

位を対比し、相違のないことを確認する。

（３）水面計の水位に全く動きがないときは、元弁が閉

まっているか又はどこかに詰まりを生じている可能

性があるので、直ちに水面計の機能試験を行う。

（４）ボイラーの水位はできるだけ一定に保つように努

め、どうしても水位が低下する場合は燃焼を抑えて、

原因を調べる。

（５）給水ポンプ出口側の圧力計により給水圧力を監視

し、ボイラーの圧力との差が増加気味のときには、

給水管路が詰まっていないか調べる。

問１２ キャリオーバに関し、次のうち正しいものはどれか。

（１）プライミングは、ボイラーの水位が低いと生じや

すい。

（２）シリカは、蒸気圧力が低いときほど、また、ボイ

ラー水中のシリカ濃度が高いときほど、飽和蒸気に

溶解しやすい。

（３）ホーミングは、蒸気室負荷が小さいと生じやすい。

（４）プライミングやホーミングが急激に生じると、水

位が上がったものと水位制御装置が認識し、低水位

事故を起こすおそれがある。

（５）ホーミングが生じたときは、燃焼量を増やす。



問１３ 燃焼の異常に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）空気の不足、燃料と空気の撹拌不良又はバーナノ
かくはん

ズル部の不良がある場合は、火炎が赤い、火炎が長

すぎる、火炎の先端に黒煙が出るなどの現象がみら

れることがある。

（２）燃焼中、燃焼室又は煙道内で連続的な低周波のう

なりを発する現象をかまなりという。

（３）かまなりの原因としては、燃焼によるもの、ガス

の偏流によるもの、渦によるものなどが考えられる。

（４）火炎が息づく場合は、燃料油圧や油温の変動、燃

料調整弁や風量調節用ダンパのハンチングなどが考

えられる。

（５）重油燃焼では、通風が弱い場合は、火炎に火花が

生じることがある。

問１４ 安全弁の調整に関し、次のうち誤っているものはど

れか。

（１）最高使用圧力の異なるボイラーが連絡している場

合、安全弁の調整は、最高使用圧力の最も低いボイ

ラーを基準に調整する。

（２）安全弁の吹出し圧力が設定圧力より低い場合は、

一旦ボイラーの圧力を設定圧力の８０％程度まで下

げ、調整ボルトを緩めて吹出し圧力を上昇させる。

（３）過熱器の安全弁は、過熱器の異常な昇温を防ぐた

め、ボイラー本体の安全弁より先に作動するように

調整する。

（４）安全弁が２個以上ある場合は、いずれか１個を最

高使用圧力又はそれ以下で先に吹き出すように調整

し、他を最高使用圧力の３％増以下の段階的な圧力

で作動するように調整する。

（５）安全弁の手動試験は、最高使用圧力の７５％以上

の圧力で行う。

１ボＡ
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問１５ 蒸気噴射による回転式のスートブロワの使用に関し、

次のうち正しいものはどれか。

（１）スートブローを行っている間は、ドレン弁を確実

に閉止しておく。

（２）ドレンを含んだ蒸気を用いてスートブローを行う。

（３）スートブロワが複数のときは、燃焼ガスの下流側

から順次スートブローを行う。

（４）スートブロワの回転が重かったり異常な音を発す

るときは、エレメントに曲がり又はハンガに故障が

ある。

（５）スートブローの終了後は、蒸気の元弁を閉止し、

ドレン弁が閉まっていることを確認する。

問１６ 自動制御装置の点検に関し、次のうち誤っているも

のはどれか。

（１）マイクロスイッチの端子間の電気抵抗は、スイッ

チ開のときは抵抗が無限大で、閉のときはゼロであ

ることをテスターでチェックする。

（２）温度検出部は、その感温体又は保護管への水あか、

スケールなどの付着、保護管内部の水分の結露がな

いかを点検する。

（３）コントロールモータは、これと燃料調節弁、空気

ダンパとの連結機構に、固定ねじのゆるみ、外れ及

び位置のずれがないかを点検する。

（４）比例式調節器は、ボイラーの特性、むだ時間など

に応じて適切に調整された比例帯の設定値や圧力、

温度の設定値が変わっていないかを点検する。

（５）オンオフ式調節器は、動作すき間を大きくしすぎ

ると、ハンチングを起こしたり、リレーなどの寿命

が短くなるので適正なすき間であるかを点検する。



問１７ 次の文中の 内に入れるＡからＣの語句の組合

せとして、正しいものは(１)～(５)のうちどれか。

「単純軟化法は、 Ａ 陽イオン交換樹脂を使用し

た Ｂ に給水を通過させて、水の硬度成分であるカ

ルシウム及びマグネシウムを樹脂に吸着させる方法で

ある。給水の軟化処理を行って樹脂が交換能力を減じ

た場合、一般には Ｃ を用いて再生を行う。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１）弱酸性 Ｎa塔 塩酸

（２）強酸性 Ｎa塔 食塩水

（３）弱酸性 Ｎa塔 食塩水

（４）強酸性 Ｋ塔 塩酸

（５）弱酸性 Ｋ塔 塩酸

問１８ 蒸発量が１日３ｔの炉筒煙管ボイラーに塩化物イオ

ン濃度が１４㎎/ℓの給水を行い、１０kg/ｈの連続ブ

ローを行う場合、ボイラー水の塩化物イオン濃度の近

似値は、次のうちどれか。

（１）１５０㎎/ℓ

（２）１７０㎎/ℓ

（３）１９０㎎/ℓ

（４）２１０㎎/ℓ

（５）２３０㎎/ℓ

１ボＡ

５／５

問１９ 給水の脱気に関し、次のうち誤っているものはどれ

か。

（１）膜脱気法は、高分子気体透過膜の片側に水を供給

し、反対側を真空にして、溶存気体を除去する方法

である。

（２）真空脱気法は、水を真空雰囲気にさらすことによ

って溶存気体を除去する方法である。

（３）加熱脱気法は、水を加熱し、溶存気体の溶解度を

減少させて除去する方法である。

（４）窒素置換脱気法は、水中に窒素を吹き込むことに

より、酸素の分圧を下げて、溶存酸素を除去する方

法である。

（５）化学的脱気法は、脱酸素剤として炭酸ナトリウム

やりん酸ナトリウムを用いて、溶存酸素を除去する

方法である。

問２０ ボイラーの腐食・劣化・損傷に関し、次のうち正し

いものはどれか。

（１）アルカリ腐食は、熱負荷の高い管壁に近い部分な

どで水中の水酸化ナトリウム濃度が高くなりすぎた

ときに生じる。

（２）ピッチングは、米粒から豆粒大の点状の腐食で、

主として水に溶存する塩素の作用により生じる。

（３）グルービングは、不連続な溝状の腐食で、主とし

て水に溶存する二酸化炭素の作用により生じる。

（４）クラックは、円筒又は球体の部分が外側からの圧

力に急激に押しつぶされて裂ける現象である。

（５）鋳鉄製ボイラーのセクションに割れが生じる原因

の大部分は、膨出によるものである。

（午前終り）



一級ボイラー技士試験 B

受験番号 １ボＢ

１／５

（燃料及び燃焼に関する知識）

問 １ 燃料及び燃焼に関し、次のうち誤っているものはど

れか。

（１）液体燃料に小火炎を近づけたとき瞬間的に光を放

って燃え始める最低の温度を引火点という。

（２）組成を示すのに、通常、液体燃料及び固体燃料に

は元素分析が、気体燃料には成分分析が用いられる。

（３）高発熱量は、水の蒸発潜熱を含めた発熱量で、真

発熱量ともいい、実際に利用できる熱量に相当する。

（４）断熱熱量計による燃料の発熱量の測定は、水槽中

に沈めた耐圧容器内で燃料を完全燃焼させたときの

発生熱量を、水槽内の水の温度上昇から算出する。

（５）高発熱量と低発熱量の差は、燃料中の水素及び水

分の割合で決まる。

問 ２ 液体燃料に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）重油の密度は、その温度条件を付して、１５℃

又はｔ℃における密度を「密度（１５℃）」又は

「密度（ｔ℃）」として表す。

（２）重油は、密度の大きいものほど、燃焼性は悪いが、

単位質量当たりの発熱量が大きい。

（３）重油の密度は、粘度、引火点、残留炭素分、硫黄

分、窒素分などと互いに関連するが、温度が上がる

ほど密度は小さくなる。

（４）燃料中の炭素・水素の質量比(Ｃ/Ｈ比)は、燃焼

性を示す指標の一つで、これが大きい重油ほどすす

を生じやすい。

（５）実際の重油の引火点は平均１００℃前後で、着火

点は２５０～４００℃程度である。

問 ３ 石炭の燃焼に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）石炭が炉内で加熱されると、まず揮発分が放出さ

れ、長炎となって燃焼する。

（２）石炭を火格子上で燃焼させるとき、揮発分が放出

された後に残るのが「おき」で、これは固定炭素が

燃焼しているものである。

（３）固定炭素は、石炭の主成分をなすもので、炭化度

の進んだものほど多い。

（４）低炭化度石炭は、揮発分が少なく、石炭ガスの放

出が少ないため発熱量は小さい。

（５）無煙炭は、最も炭化度の進んだ石炭で、燃焼速度

が遅く燃焼滞留時間を長くする必要がある。

問 ４ 流動層燃焼に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）流動層燃焼は、石炭などの燃料と砂、石灰石など

を多孔板上に供給し、その下から加圧された空気を

吹き上げて、流動化した状態で燃料を燃焼させる。

（２）燃料の石炭は、一般に散布機により炉内へ投入さ

れるので、微粉炭だきに比べ、石炭粒径が大きく、

粉砕動力が軽減される。

（３）流動層燃焼は、層内での伝熱性能が良いのでボイ

ラーの伝熱面積が小さくてすむが、伝熱管の摩耗に

対する対策が必要となる。

（４）流動層燃焼は、燃焼温度を８００～９００℃に制

御することができるので、窒素酸化物(ＮＯ )の発生Ｘ

を減らすことができる。

（５）バブリング方式では、循環流動方式よりも空気の

供給速度が大きく、固体粒子は燃焼室外まで運ばれ

た後、捕集され再び燃焼室下部へ戻される。



問 ５ 炭素１kgを完全燃焼させるのに必要な理論空気量の

近似値は、(１)～(５)のうちどれか。

なお、炭素が完全燃焼して二酸化炭素になる反応式

は次のとおりである。

２ ２Ｃ ＋ Ｏ ＝ ＣＯ

Ｎ（１） １.８ｍ３

Ｎ（２） ５.６ｍ３

Ｎ（３） ８.９ｍ３

Ｎ（４）１１.２ｍ３

Ｎ（５）２６.７ｍ３

問 ６ 重油バーナに関し、次のうち誤っているものはどれ

か。

（１）蒸気(空気)噴霧式油バーナは、油種は灯油からタ

ールまで広い範囲で利用することができるが、霧化

特性が悪く、油量調節範囲が狭い。

（２）ロータリバーナは、高速で回転するカップ状の霧

化筒により、油を筒の先端で放射状に飛散させ、筒

の外周から噴出する空気流によって霧化する形式の

バーナである。

（３）ガンタイプ油バーナは、ファンと圧力噴霧式バー

ナとを組み合わせたもので、蒸発量３ｔ/ｈ程度以下

の比較的小容量のボイラーに多く用いられる。

（４）圧力噴霧式油バーナは、油圧力が低くなるほど微

粒化が悪くなるため、非戻り油形バーナの油量調節

範囲は、最大油量時の油圧力が２ＭPa付近のもので

は１から１/２程度までである。

（５）噴霧式油バーナのエアレジスタは、バーナから噴

射される燃料油に燃焼用空気を供給するとともに、

これらを撹拌して火炎が安定するように空気流を調
かくはん

節する装置である。
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問 ７ 液体燃料の供給装置に関し、次のうち誤っているも

のはどれか。

（１）常温では流動性の悪い燃料油をストレージタンク

に貯蔵する場合は、タンク底面にコイル状の蒸気ヒ

ータを装備して加熱する。

（２）サービスタンクは、工場内に分散する各燃焼設備

に、燃料油を円滑に供給する油だめの役目をするタ

ンクである。

（３）噴燃ポンプは、燃料油をバーナから噴射するのに

必要な圧力まで昇圧して供給するポンプである。

（４）噴燃ポンプの入口には、バーナの構造に合った粘

度に油を加熱する主油加熱器が設けられる。

（５）噴燃ポンプには、吐出し圧力の過昇を防止するため、

吐出し側と吸込み側の間に安全弁(逃がし弁)が設け

られる。

問 ８ ファンに関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）ボイラー通風に用いられるファンは、風圧は比較

的低くても、送風量の大きなものが必要であり、誘

引ファンでは、摩耗、腐食にも強いものでなければ

ならない。

（２）多翼形ファンは、羽根車の外周近くに浅く幅長で

前向きの羽根を多数設けたもので、効率が低い。

（３）後向き形ファンは、羽根車の主板及び側板の間に

８～２４枚の後向きの羽根を設けたもので、効率は

良いが、高圧、大容量の送風には適さない。

（４）ラジアル形ファンは、中央の回転軸から平面状の

羽根を６～１２枚取り付けたもので、強度があり、

摩耗、腐食に強い。

（５）ラジアル形ファンは、大形で重量も大きく、効率

が低いため大きな動力を要する。



問 ９ ボイラーの排ガス中のＮＯ を低減する燃焼方法にＸ

関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）燃焼によって生じるＮＯ は、燃焼性が適切な空気Ｘ

比で最少になり、空気比がこれよりも小さくても大

きくても増加する。

（２）燃焼用空気を一次と二次に分けて供給し、燃焼を

二段階で完結させて、ＮＯ を低減する方法がある。Ｘ

（３）空気予熱器を設置しないで火炎温度を低下させて

ＮＯ を低減する方法があり、この方法では排ガスＸ

熱はエコノマイザを設置して回収する。

（４）可能な限り理論空気量に近い空気比で燃焼させて

ＮＯ を低減する方法があり、この方法は、省エネルＸ

ギー対策にもなる。

（５）燃焼用空気に排ガスの一部を混合して燃焼ガスの

体積を増し、酸素分圧を下げるとともに燃焼温度を

下げ、ＮＯ を低減する方法がある。Ｘ

問１０ ボイラーの熱損失に関し、次のうち誤っているもの

はどれか。

（１）排ガス熱による損失は、乾き排ガス中のＣＯ の２

体積比にほぼ反比例する。

（２）不完全燃焼ガスによる損失は、燃焼ガス中にＣＯ

やＨ などの未燃ガスが残ったときの損失で、通常、２

排ガス熱による損失よりも小さい。

（３）ボイラー周壁から外気への放射熱損失は、ボイラ

ーの容量が大きいほどその割合は小さい。

（４）燃えがら中の未燃分による損失は、ガスだきでは

無視できるが、油だき及び石炭だきの場合は５％程

度である。

（５）熱損失には、ブローによる損失や漏れによる損失

も含まれる。
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（関 係 法 令）

問１１ ボイラー及び圧力容器の定義に関し、法令上、正し

いものは次のうちどれか。

（１）ゲージ圧力が０.１ＭPa、伝熱面積が９ｍ の温水２

ボイラーは、小型ボイラーである。

（２）ゲージ圧力が０.１ＭPa、伝熱面積が１ｍ の蒸気２

ボイラーは、小型ボイラーである。

（３）ゲージ圧力が０.１ＭPa、伝熱面積が１５ｍ の貫流２

ボイラーは、小型ボイラーである。

（４）内容積が０.０３ｍ で、その内部にゲージ圧力が３

０.２ＭPaの気体を保有する容器は、第二種圧力容器

である。

（５）ゲージ圧力が０.２ＭPa、内容積が０.２ｍ の反応３

器は、小型圧力容器である。

問１２ 伝熱面積の算定方法に関し、法令上、誤っているも

のは次のうちどれか。

（１）水管ボイラーの伝熱面積には、ドラム、エコノマ

イザ、過熱器及び空気予熱器の面積は算入しない。

（２）貫流ボイラーは、燃焼室入口から過熱器入口まで

の水管の燃焼ガス等に触れる面の面積で伝熱面積を

算定する。

（３）立てボイラーの横管の伝熱面積は、横管の外径側

の面積で算定する。

（４）鋳鉄製ボイラーのセクションのスタッドの面積は、

伝熱面積に算入しない。

（５）水管ボイラーの耐火れんがでおおわれた水管の伝

熱面積は、管の外側の壁面に対する投影面積で算定

する。



問１３ ボイラー(小型ボイラーを除く。)の設置場所等に関

し、法令上、正しいものは次のうちどれか。

（１）伝熱面積が３ｍ 以上の移動式ボイラーは、建物２

の中の障壁で区画された場所に設置しなければなら

ない。

（２）本体を被覆していないボイラーの最上部から天井

までの距離は、原則として１ｍ以上としなければな

らない。

（３）胴の内径が５００㎜以下で、かつ、長さが１０００

㎜以下の本体を被覆していないボイラーは、ボイラ

ーの外壁から壁その他のボイラーの側部にある構造

物（検査及びそうじに支障のない物を除く。）まで

の距離を０.４５ｍ以上としなければならない。

（４）ボイラーに附設された金属製の煙突又は煙道の外

側から０.１５ｍ以内にある可燃性の物は、原則とし

て金属以外の不燃性材料で被覆しなければならない。

（５）ボイラー設置場所に重油を貯蔵するときは、これ

をボイラーの外側から１.２ｍ以上離しておかなけれ

ばならない。

問１４ ボイラー取扱作業主任者の職務として、法令上、誤

っているものは次のうちどれか。

（１）１日に１回以上安全弁の機能を点検すること。

（２）排出されるばい煙の測定濃度及びボイラー取扱い

中における異常の有無を記録すること。

（３）低水位燃焼しゃ断装置、火炎検出装置その他の自

動制御装置を点検し、及び調整すること。

（４）最高使用圧力を超えて圧力を上昇させないこと。

（５）圧力、水位及び燃焼状態を監視すること。
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問１５ ボイラー(小型ボイラーを除く。)の附属品の管理に

関し、法令上、誤っているものは次のうちどれか。

（１）燃焼ガスに触れる給水管、吹出管及び水面測定装

置の連絡管は、耐熱材料で防護しなければならない。

（２）蒸気ボイラーの常用水位は、ガラス水面計又はこ

れに接近した位置に、現在水位と比較することがで

きるように表示しなければならない。

（３）逃がし管は、凍結しないように保温その他の措置

を講じなければならない。

（４）圧力計又は水高計の目もりには、当該ボイラーの

常用圧力を示す位置に見やすい表示をしなければな

らない。

（５）温水ボイラーの返り管は、凍結しないように保温

その他の措置を講じなければならない。

問１６ ボイラー(小型ボイラーを除く。)の変更届又は変更

検査に関し、法令上、誤っているものは次のうちどれ

か。

ただし、計画届の免除認定を受けていない場合とす

る。

（１）ボイラーの燃焼装置を変更しようとする事業者は、

ボイラー変更届にボイラー検査証及び変更の内容を

示す書面を添えて、所轄労働基準監督署長に提出し

なければならない。

（２）ボイラーの管寄せを変更してもボイラー変更届を

所轄労働基準監督署長に提出する必要はない。

（３）ボイラーの過熱器に変更を加えた者は、所轄労働

基準監督署長が検査の必要がないと認めたボイラー

を除き、変更検査を受けなければならない。

（４）所轄労働基準監督署長は、変更検査に合格したボ

イラーについて、ボイラー検査証に検査期日、変更

部分及び検査結果について裏書を行う。

（５）変更検査に合格してもボイラー検査証の有効期間

は、更新されない。



問１７ 鋼製ボイラー(小型ボイラーを除く。)の安全弁に関

し、法令上、誤っているものは次のうちどれか。

（１）貫流ボイラー以外の蒸気ボイラーの安全弁は、弁

軸を鉛直にしてボイラー本体の容易に検査できる位

置に直接取り付けなければならない。

（２）貫流ボイラーに備える安全弁については、当該ボ

イラーの最大蒸発量以上の吹出し量のものを過熱器

の出口付近に取り付けることができる。

（３）過熱器には、過熱器の出口付近に過熱器の温度を

設計温度以下に保持することができる安全弁を備え

なければならない。

（４）蒸気ボイラーには、原則として安全弁を２個以上

備えなければならないが、伝熱面積が７５ｍ 以下の２

蒸気ボイラーでは安全弁を１個とすることができる。

（５）水の温度が１２０℃を超える温水ボイラーには、

内部の圧力を最高使用圧力以下に保持することがで

きる安全弁を備えなければならない。

問１８ 鋼製蒸気ボイラー(小型ボイラーを除く。)の自動制

御装置に関し、法令上、誤っているものは次のうちど

れか。

（１）最高使用圧力が１ＭPa以下のボイラーでは、２以

上のボイラーを結合して１個の自動給水調整装置を

設けることができる。

（２）低水位燃料遮断装置とは、ボイラーの起動時に水

位が安全低水面以下である場合及び運転時に水位が

安全低水面以下になった場合に、自動的に燃料の供

給を遮断する装置をいう。

（３）ボイラーの使用条件により運転を緊急停止するこ

とが適さないボイラーでは、低水位燃料遮断装置に

代えて、低水位警報装置を設けることができる。

（４）燃料の性質又は燃焼装置の構造により、緊急遮断

が不可能なボイラーでは、低水位燃料遮断装置に代

えて、低水位警報装置を設けることができる。

（５）貫流ボイラーには、当該ボイラーごとに、起動時

にボイラー水が不足している場合及び運転時にボイ

ラー水が不足した場合に、自動的に燃料の供給を遮

断する装置又はこれに代わる安全装置を設けなけれ

ばならない。
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問１９ 鋼製蒸気ボイラー(小型ボイラーを除く。)に関する

次の文中の 内に入れるＡからＣの数字又は語句

の組合せとして、法令上、正しいものは(１)～(５)の

うちどれか。

「最高使用圧力１ＭPa以上の蒸気ボイラー(移動式

ボイラーを除く。)の吹出し管には、吹出し弁を Ａ

個以上又は吹出し弁と吹出しコックをそれぞれ Ｂ

個以上 Ｃ に取り付けなければならない。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１）２ １ 並列

（２）３ ２ 直列

（３）３ ２ 垂直

（４）３ ２ 並列

（５）２ １ 直列

問２０ 鋼製蒸気ボイラー(貫流ボイラー及び小型ボイラー

を除く。)の水面測定装置に関し、法令上、誤ってい

るものは次のうちどれか。

（１）ボイラーには、原則としてガラス水面計を２個以

上取り付けなければならないが、遠隔指示水面測定

装置を１個取り付けたボイラーでは、そのうち１個

をガラス水面計ではない水面測定装置とすることが

できる。

（２）水柱管とボイラーを結ぶ蒸気側連絡管を、水柱管

及びボイラーに取り付ける口は、水面計で見ること

ができる最高水位より下であってはならない。

（３）最高使用圧力１.６Ｍ㎩を超えるボイラーの水柱管

は鋳鉄製としてはならない。

（４）水面測定装置として験水コックを設ける場合には、

原則として３個以上取り付けなければならないが、

２胴の内径が７５０㎜以下で、かつ、伝熱面積が１０ｍ

未満のボイラーでは、その数を２個とすることがで

きる。

（５）ガラス水面計は、そのガラス管の最下部がボイラ

ーの安全低水面を指示する位置に取り付けなければ

ならない。

（終 り）


